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あらまし： 研究者にとって，自分の研究内容を伝達する手段としてプレゼンテーションは極めて重要で

ある．本研究では，研究初心者を対象として，研究用プレゼンテーションドキュメントにおけるスライド

間の関係性についてのリフレクションを促すことでドキュメントの洗練を支援する枠組みについて提案

する．「何を・どのような順で」提示するかを表したプレゼンテーション構造を基盤として開発したリフ

レクション支援システムと，システム評価のためのケーススタディについて述べる． 
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1. はじめに 
研究活動では，研究内容を伝達するための手段と

してプレゼンテーションは極めて重要である．一般

に，研究初心者は，研究室という徒弟的な環境の中

で，熟練度の高いメンバからプレゼンテーションの

知識やスキルを習得し，プレゼンテーションを上達

させる．そこで，筆者らは，認知的徒弟制の考え方

に基づいてプレゼンテーションスキルの習得支援方

法を検討してきた．特に，プレゼンテーションドキ

ュメント(P-ドキュメント)の作成が重要であるとの

観点から，研究内容に関して「何を・どのような順

序で」発表するかを表すプレゼンテーション構造(P-
構造)を構成するスキルに着目してきた[1]． 
一方，研究プレゼンテーションの経験が乏しい研

究初心者は，P-ドキュメントを作成するスキルが低

く，研究内容を的確に伝えるための P-構造を構成す

ることは容易ではない．そこで，筆者らは，研究室

に蓄積された P-ドキュメントから典型的な P-構造

(プレゼンテーションスキーマ，P-スキーマと略す)
を抽出し，それを足場として初心者に提示すること

で，P-構造の構成を支援し，P-ドキュメント作成ス

キルの向上を図ってきた[2]. 
このように，初心者は P-スキーマを足場とするこ

とである程度のP-ドキュメントを作成することがで

きるが，発表に用いることができる P-ドキュメント

に至るまでには研究室内でのリハーサルなどを通じ

て，研究熟練者から指摘を受けて改善・修正する余

地がある．また，指摘を受けて P-ドキュメントを修

正し，再度リハーサルを行った際，繰り返し同じ個

所について同じ内容の指摘を受ける場合がある．こ

れは，P-スキーマに対する初心者の理解が不十分で

あるために起こる問題であると考えられる． 
 そこで，本研究では，研究初心者による P-ドキュ

メントの改善・修正(リフレクションと呼ぶ)支援を

目的として，初心者が作成した P-構造に基づくプレ

ゼンテーションマップ(P-マップ)を提示することを

提案する．P-マップは，初心者が作成した P-構造か

ら研究内容の肝要な部分のみを抽出し，視覚的に P-
構造をわかりやすくしたものである．P-マップを提

示することによって，初心者が作成した P-ドキュメ

ントにおける全体構造やスライド間の関係性につい

ての見直しを促す．  
 

2. アプローチ 
本研究では，初心者が作成した P-ドキュメントの

リフレクションを促すために， P-マップを提示する．

研究初心者は，通常P-スキーマに対する理解が浅い．

P-構造を作成する際でも，P-スキーマの順番通りに

メタデータを付与している場合がある．そのため，

初心者はP-構造においてスライドの系列は構成でき

ても，全体構造やスライド間の関係を意識すること

が少ない．また，P-構造全体を初心者が理解するこ

とは難しい．そのため，初心者が作成した P-ドキュ

メントの全体構造や話題の繋がりが不適切である場

合，P-構造で不適切さを把握させることは困難であ

る．そこで，本研究では，P-構造のうち研究発表の

肝要となる部分構造を P-マップとして提示し，初心

者のリフレクションを促進する． 
本研究では，これまで P-構造を P-ドキュメントの

構成単位であるスライドのメタデータを用いて表現

してきた．このメタデータは，各スライドの内容や

役割を説明するスライドメタデータ，スライド間の

関係を表すリレーションメタデータ，いくつかのス

ライド系列のまとまりを表すセグメントメタデータ，

プレゼンテーションの支援情報を表すファイルメタ

データに分けられている[1]．リレーションメタデー

H3-1  
 
 
 
  

― 219 ―



タでは，特に「原因―問題」，「問題―解法」，「解法

―実現方法」，「実現方法―システム化」，「解法―評

価」の 5 つが P-ドキュメントの肝要な部分を関連づ

けるものとなる[1]． 
そこで，初心者が作成した P-構造から，これら 5

つのリレーションメタデータで関連づけられた部分

構造を取り出し，P-マップを生成している． 
 

3. 支援の枠組み 
研究初心者はリハーサル前にP-ドキュメント及び

P-構造を作成し，その P-構造から研究発表の肝要な

部分であるリレーションメタデータのみを抽出する

ことで P-マップを自動生成する．生成された P-マッ

プにおいて， P-構造における不適切な点を提示する． 
なお，P-構造における不適切な点については，ケ

ーススタディを実施し，①リレーションメタデータ

で関係づけられるべきスライドメタデータ間に当該

リレーションメタデータが付与されていない，②1
枚のスライドに異なるメタデータを付与している 

③スライドの内容が先に現れたスライドの具体例や

補足説明(研究内容において肝要ではない)であり，

そのスライドにリレーションメタデータを付与して

いる の 3 つに分類した． 
初心者は，P-マップから提示された指摘をもとに

P-ドキュメント及び P-構造を改善する．初心者はこ

れを繰り返すことで，P-ドキュメントを洗練してい

く． 

 
図 1. システムのユーザインタフェイス(左半分) 

 

 
図 2. システムのユーザインタフェイス(右半分) 
 

4. 支援システム 
前章で述べたケーススタディに基づいて，初心者

が作成したP-ドキュメントからP-マップを自動抽出

し，不適切な部分を提示するシステムを開発した．

なお，P-マップ上ではスライドメタデータが付与さ

れたスライドからスライドタイトル及びスライド内

のキーワードを抽出・出力したノード(図 2)と，2 つ

のノードを繋ぐリレーションメタデータを表すリン

ク(黄色い矢印)からなる． 
前章で述べた 4 つの不適切な部分は，システム上

で次のように同定している．①先行研究[1]において

定められたスライドメタデータが属するリレーショ

ンメタデータの範囲に属していないものを不適切な

部分として同定する． ②1 枚のスライドに異なる

メタデータを付与した場合，P-マップ上の異なる場

所に全く同じノードが出現することとなる．よって，

複数出現しているノードを不適切として同定する． 
 ③先行研究において定められた，具体例や補足説

明を意味するメタデータを判定し，判定された箇所

にリレーションメタデータが付与されていればその

部分を不適切として同定する． 
本システムのユーザインタフェイスを図 1 及び図

2 に示す．本システムは，これまで開発してきた P-
構造構成支援システム[2]に本機能を統合する形で

開発した．初心者が作成した P-構造から抽出された

P-マップには，先に述べた同定方法に沿ってあらか

じめ不適切な部分にアラートが出ており，アラート

をタッチすることで不適切な部分の詳細を確認する

ことができる． 
 
5. まとめ 
本稿では，研究用プレゼンテーションドキュメン

トにおけるリフレクションを支援するために，P 構

造をベースとした P-マップという手法を提案し，支

援システムを開発した．今後の課題として，リフレ

クション効果を検証するために開発したシステムを

使用した実験及び評価を行う予定である． 
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